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金
滞
官
殴
志
巻
十
二

た
り
。
と
あ
り
。
三
州
志
健
護
徐
考
に
云
ふ
。
景
周
謹
ん
で
徴
妙
公

の
鴬
v
人
を
按
や
る
に
‘
聴
慈
頓
敏
、
共
の
知
懸
鏡
の
如
く
一
以
て
百

を
綜
し
、
貴
賎
上
下
の
情
に
通
じ
、
治
飢
得
失
の
理
に
越
し
給
ふ
と

-
X
A
。
享
保
七
年
室
鳩
巣
有
徳
将
軍
の
御
尋
ね
に
付
き
奉
答
の
詞

民
、
三
代
肥
前
守
は
国
政
に
心
慮
を
蚤
し
、
あ
の
家
に
て
は
名
人
の

や
う
に
申
侮
候
。
と
い
へ
り
。

O
笠
舞
鶴
制
町

一
花
穂
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
笠
舞
新
町
・
同
新
坂
町
と
並

ぺ
載
せ
た
り
。
改
作
所
萄
記
に
載
せ
た
る
、
寛
文
六
年
三
月
普
繍
台

所
よ
り
算
用
場
へ
の
智
簡
に
、
本
多
安
房
殿
内
情
助
英
外
七
名
。
右

之
者
共
居
屋
敷
御
厩
町
火
除
所
民
同
協
在
底
、
御
歩
行
第
弘
容
地
目
相
波
、

右
立
去
人
共
、
笠
舞
村
領
地
之
内
盤
之
ク
所
百
姓
相
劉
を
以
諦
地
下

し
申
様
、
十
村
方
へ
可
v
被
昌
仰
付
?
と
あ
り
。
算
用
場
之
添
容
に
、
右

御
普
競
合
所
よ
り
申
楽
候
僚
、
百
姓
地
之
内
地
子
米
高
直
に
無
v
之
様

相
釘
を
以
て
極
め
、
鰭
け
縮
り
い
た
し
、
島
ろ
さ
せ
可
v
申
者
也
。
と
あ

り
。
但
し
是
よ
り
先
に
も
遺
品
川
相
劉
を
以
て
諦
地
と
い
た
し
、
家
屋

を
建
て
た
り
し
也
。
寛
文
五
年
四
月
の
笠
舞
村
百
姓
連
署
願
書
に
、

私
共
在
所
御
高
之
内
、
金
津
廻
hν
百
姓
共
相
調
を
以
て
地
子
に
ゐ
ろ

し
て
、
家
屋
を
ぽ
遁
』
尚
一
患
で
、
笠
舞
新
町
以
下
数
町
を
建
℃
ひ
ろ
げ
‘

地
子
米
を
取
立
て
来
り
け
る
に
、
高
菟
の
地
面
な
る
を
以
て
.
地
子

米
茜
だ
過
分
注
り
し
か
ど
、
今
は
一
般
の
町
地
と
成
り
た
り
。
又
此

の
村
地
は
、
土
地
よ
ろ
し
く
地
味
茜
だ
肥
え
た
り
し
ゅ
ゑ
に
や
、
畠

地
に
産
出
す
る
緒
品
ま
で
も
共
の
味
宜
し
〈
‘
他
村
の
産
と
は
異
り

と
い
へ
り
。
加
賀
古
跡
考
に

-X
ふ
。
大
根
・
燕
の
こ
品
は
い
づ
ち
に

も
生
や
と
い
へ
ど
も
、
笠
舞
の
夏
大
根
・
赤
土
の
か
ぶ
ら
は
殊
に
上

品
と
す
。
延
寅
六
年
に
園
君
よ
り
命
じ
て
‘
圏
中
に
産
す
る
段
の
名

物
の
ロ
聞
を
尋
ね
給
ふ
に
、
共
の
時
此
の
犬
根
・
か
ぷ
ら
を
も
君
踏
に

建
せ
し
か
ぽ
、
殊
に
賞
味
あ
ら
せ
ら
る
。
夫
れ
よ
り
レ

τ掬
・
府
下
患

っ
て
賞
翫
す
る
事
と
は
成
れ
り
と
。
平
次
按
宇
る
に
、
改
作
所
奮
記

に
載
せ
た
る
延
貧
六
年
七
月
旦
長
よ
り
の
一
宮
上
書
に
、
笠
舞
村
夏
大

根
作
候
。
鈴
村
に
は
夏
大
根
作
り
不
v
申
、
此
村
迄
陀
付
笠
鋒
大
根
と

申
す
。
と
載
せ
た
り
。
右
雪
上
容
に
て
見
れ
ぽ
、
延
貨
の
頃
は
夏
大

棋
は
笠
舞
村
の
産
而
巴
に
て
、
殊
民
共
の
風
味
宜
し
き
ゅ
ゑ
K
.
名

物
と
は
注
し
た
り
と
聞
ゆ
。
享
保
七
年
八
月
石
川
・
河
北
爾
郡
の
鰭

村
名
高
き
産
物
取
調
書
に
も
‘
多
大
根
緒
江
村
.
夏
大
根
笠
舞
村
。

と
記
載
し
、
そ
れ
よ
り
後
に
書
き
た
る
三
州
名
物
往
来
と
い
へ
る
子

金
調
停
古
鼠
志
巻
十
こ

'
"
し
内
‘

ぜ・

i

• 

五

し
、
家
を
つ
く
ら
せ
申
分
ド
並
御
用
地
に
被
=
召
上
-
御
替
地
共
K
1
今
一

程
家
数
多
に
罷
成
り
、
務
事
鍛
之
儀
百
姓
共
成
り
が
た
く
、
絡
事
縮

之
儀
は
町
方
よ
り
裁
許
仕
様
に
被
v
成
可
v
辞
下
。
と
見
b
、
叉
貞
享

四
年
四
月
町
奉
行
よ
り
の
建
番
に
、
金
樽
町
地
よ
り
相
繍
く
百
姓

地
、
石
川
郡
笠
舞
村
・
上
野
村
・
山
崎
領
等
百
姓
と
相
鈴
を
以
締
地
仕

有
ν
之
者
共
、
自
今
以
後
燭
等
之
儀
、
町
車
中
行
裁
許
陀
被
a
仰
渡
刊
と
あ

り
て
、
此
の
時
よ
り
町
奉
行
の
支
配
所
と
成
り
し
か
ど
、
共
の
地
所

は
郡
地
位
て
、
地
子
米
を
ば
笠
舞
村
へ
牧
め
た
り
。
然
る
に
明
治
維

新
後
部
地
の
ク
所
に
苦
情
を
麟
し
h

か
ぽ
、
腕
籾
践
に
於
て
段
々
詮
識

の
上
、
其
の
筋
へ
伺
に
相
成
り
、
石
浦
新
町
た
ど
h

ひ
と
し
く
明
治

十
二
年
に
町
地
へ
属
せ
ら
れ
、
一
般
の
邸
地
と
成
り
た
り
。
是
に
依

り
て
居
住
人
の
普
情
絶
え
た
り
け
り
。

O
笠
舞
村
落

此
の
村
落
は
、
石
浦
郷
七
ヶ
村
の
ニ
刊
に
て
、
上
笠
舞
・
下
笠
録
と
稽

し
、
村
落
二
十
ク
所
に
分
れ
家
居
せ
り
。
此
の
村
地
は
土
地
殊
に
宜

し
く
、
金
滞
近
郷
の
盟
健
怠
る
岡
昌
也
。
故
に
奮
務
中
は
、
石
川
郡

に
て
の
高
菟
の
地
と
す
れ
ど
、
金
津
市
中
へ
接
続
せ
し
村
地
怠
る
に

よ
り
、
共
の
土
地
多
〈
奮
悲
の
用
地
と
成
り
、
或
は
相
劉
諦
地
と
た

供
の
手
習
ふ
往
来
文
に
も
、
笠
舞
大
根
・
赤
土
蕪
。
と
あ
り
て
‘
夏
大

根
は
後
年
に
至
る
ま
で
も
、
笠
舞
の
産
を
ぽ
世
入
賞
翫
す
と
い
へ

対
能
越
百
人
一
首
に
‘
金
津
八
景
の
中
笠
舞
磁
零
を
、

西

南

宮

円
借
筏
り
て
》

と
ぞ
ひ
き
し
大
根
の
跡
に
消
え
残
り

『

相

'

明
q
d

春
へ
と
す
a
a
F

だ
、
笠
舞
の
零

按
宇
る
に
、
右
狂
歌
に
擦
れ
ば
、
総
廷
に
至
り
て
は
多
大
根
も
作
り

出
し
け
る
に
、
共
の
味
夏
大
根
と
ひ
と
し
〈
宜
し
か
り
し
ゅ
ゑ
陀
詠

じ
け
る
な
ら
ん
か
。
叉
犬
棋
の
み
な
ら
宇
、
今
は
笠
録
の
苧
と
て
腕

糸
苧
を
産
出
し
、
賞
村
の
名
産
と
す
。

O
笠
舞
欠
原
町

元
誠
九
年
の
地
子
町
肝
煎
附
に
・
笠
舞
新
坂
町
・
同
が
け
原
・
同
一
本

偽り
ι
並
び
載
せ
た
り
o

右
町
地
は
皆
笠
舞
の
村
地
た
る
が
故
に
、
笠

松
某
町
と
呼
ぺ
り
。
此
の
邸
地
は
皆
相
封
鯖
地
友
り
し
が
、
今
は
笠

舞
新
町
と
同
じ
く
一
般
の
町
地
と
成
り
た
り
。

O
長
詩
人
横
漬
屋
繕
兵
衛
侮

笠
舞
欠
原
町
に
居
住
せ
る
横
演
屋
丸
右
衛
門
が
親
父
様
兵
衛
は
、
享

五

..' ， 
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